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 ニョロ語で「名前」は ibâra 5, amabâra 6 という1。偶然だと思うが、「体
のアザ」も同じく ibâra 5, amabâra 6 である。しかしニョロの人々は、この
ことを偶然だとは捉えていない。名前が個人を区別するように、アザも個
人を区別するのである。少なくとも彼らはそう考えている。「命名する」は











                                                          
1 名詞の後の数字は名詞のクラス番号である。ニョロ語の名詞は 20 のクラスに分かれてい
て、それぞれに 1 から 20 までの番号がついている。概ね、1 と 2、そして 3 と 4 のように一
方が名詞の単数形、そして他方がその複数形となっている。ただ名詞には単数形だけのもの、
逆に複数形だけのものもある。またクラス 9,10 のように単複同形のものもある。なお 1a, 2a
は、それぞれクラス 1 と 2 のサブクラスである。以下、表記はほぼ IPA方式であるが、ny [ɲ]、
c [ʧ]、j [ʤ]である。また b は鼻音の後では[b]、それ以外では[ß]、そして鼻音の後以外の[b]は
bb で表記してある。 
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(1)  a.  誕生名 
       ibára ly'obuzârwa 5, amabára g'obuzârwa 6 
b.  キリスト教名 
ibára ly'obusômi 5, amabára g'obusômi 6 
c.  イスラム名 
ibára ly'obusirâmu 5, amabára g'obusirâmu 6 
d.  親称  
empâko 9,10 
e.  渾名  
ibára ly'ekirukîrro 5, amabára g'ebirukîrro 6 
f.  自分でつける渾名  
   ibára ly'okwerukîrra 5, amabára g'okwerukîrra 6 
g.  双子に関する名前  
ibára ly'omurôngo 5, amabára g'abarôngo 6 
    h.  近年の名前  
ibára lihyâka 5, amabára gahyâka 6 
 
 多くの人は自分の名を名乗る時、個人名である誕生名、キリスト教名（あ











合は生まれてから 4 日目に、そして女の子の場合は 3 日目に披露される。
新生児は生存が危ぶまれる場合があり、男の子が 4 日目そして女の子が 3
日目というのは、それだけ女の子の方が生存が確実視されているからであ
ろう。 












     子 供  
         | 
       名 前 = メッセージ →→→→→→→→ メッセージの受信者 
↑ 
       命名者 = メッセージの発信者           -------------------------------
----------------------------------------------------- 
      図 1: 名前は誰かに宛てたメッセージとなっている 
 




























                                                          
2 形態素分析における略語は以下の通りである。Aug: augment「一種の冠詞」、NPr: nominal prefix
「名詞類接頭辞」、SPr: subject prefix「主語接頭辞」、Appl: applicative「適用形」、Pass: passive「受
身の接尾辞」、Fin: final「語尾」、Perf: perfective「完了接尾辞」、GenPres: general present「一般現
在形」、PresHab: present habitual「現在習慣形」、NPst&ResulSta: Near past and Resulting state「近
過去結果状態形」、Prog: progressive「進行形」、RemFut: remote future「遠未来形」、Subj: subjective
「接続法」、Imp: imperative「命令形」、SubjRel: subject relative「主語関係節」。 









(2)  a.  近年の時事的出来事に由来するもの 
b.  近年の技術や情報によってニョロ社会に知られるようになったも
の 











(3)  a.   barúngî ndóhô  M 
        ba-rungi        n-do  ho 
        they(cl.2)-good  I-am  there 
私がいる時は彼らはいい人だ 





(4)  a.   banturá kî ?  M 
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ba-n-tur-a                    ki 
they(cl.2)-me-not.appreciate-Fin  what  [PresHab] 
彼らはなぜ私を評価しないのか 






(5)  a.   bend'ebúlê   M 
        ba-end-a          e-bul-e 
        they(cl.2)-want-Fin  it(9)-disppear-Fin  [PresHab][Subj]  
        彼らはそれが消滅することを願う 
    b.   Abántu benda éká ebúlê. 
        人々は一家が消滅することを願う。 
[解説] 人は他人の不幸を願うものだ。愛想よくしていても心の中
はわからない。近所に私の不幸を願う人がいる。 
(6)  a.   baikara búsâ  M 
        ba-ikar-a          busa 
        they(cl.2)-stay-Fin  (with) nothing 





(7)   a.  gahoírê  MF 
        ga-ho-ire 
        they(cl.6)-finish-Perf   [NPst&ResulSta] 
        それらは滅んだ 
     b.  Amáká gahoire habwa ebikórwa bíbî. 
        いくつかの家族は悪行が原因で滅んだ。 




(8)  a.   asímwê  MF 
a-sim-w-e 
        he(cl.1)-thank-Pass-Fin  [Subj] 
        彼は感謝されるべきだ 
    b.   Mukáma asímwê. 







(9)  a.   atugónzâ  MF 
a-tu-gonz-a 
he(cl.1)-us-like-Fin  [PresHab] 
彼は我々を愛している 





(10) a.   k'omwirwârro  MF 
        ka    o-mu-i-rwarro 
        of(12) Aug(18)-NPr(18)-NPr(5)-hospital 
        病院からのもの 
b.   Akána kánu kakazarirwa omwirwârro. 
        この子は病院で生まれた。 
[解説] 病院で生まれた子。特に帝王切開したなど特殊な場合につ
くことが多い。 
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(11) a.   joy  F 
        喜び 
    b.   Nyina joy kuzára akaisíkí kânu. 
私はこの娘ができて嬉しい。 

















普通である。英語をそのまま使い sunday とすると、これは男女共用である。 
 
(12) 1.  sabbîti   M,  sándê F,  sunday  MF   日曜日に生まれた子供 
    2.  monday  MF                       月曜日に生まれた子供 
    3.  friday    F                         金曜日に生まれた子供 
    4.  mugîsa   M                         幸運 
 
 しかしながら、稀に母親がつける名前が正式なものになる場合がある。
それは次の 3 つの場合である。 
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(13) a.  夫婦間の仲がよく夫が妻に命名権を委ねる場合 
    b.  夫の死後、子供が生まれた場合 








(14) a.  birúngî     MF   良いこと 
b.  kisêmbo    MF   贈り物 
c.  asímwê      MF   彼は感謝されるべきだ 
    d.  mugîsa       M     幸運 
 
 夫が死んだため妻がつける名前には(15) (16) (17)のようなものがある。 
 
(15) a.  kasangá kî ?   M 
       ka-sang-a        ki  
       it(cl.12)-find-Fin  what  [GenPres] 
       それは何を見るか 
    b.  Kánu akâna kasangá kî ? 
       この子は何を見るか。 
     [解説] 生まれてきても父親はいない。女性名は nsangiré kî? 「私 
は何を見たか」となる。 
(16) a.  musangiré kî ?   MF 
       mu-sang-ire      ki 
       you(pl)-find-Perf  what 
       あなた方は何をそこに見たか 
[解説] 父親や祖父母など親族の死んだあと生まれた子供。生まれ
た時誰もいなかった。 
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(17) a.  ndagâno   F 
       n-dagano 
       Npr(cl.9)-promise 
       約束 
    b.  Endagáno ecwekére. 











(18) a.  nyangiré kî ?  <nyangi:ré kî ?   F 
       n-ang-ir-ire        ki 
       I-refuse-Appl-Perf   what   [NPst&ResultStat] 
 何のために私は拒否したのだろうか 
    b.  Nyangi:ré kî kuswê:rwa omusáija ô:nu ? 





(19) a.  tigulyêra   F 
       ti-gu-li-er-a 
       not-it(cl.3)-RemFut-be.clear-Fin  [RemFut] 
       それは晴れることはない 
    b.  Omutíma tigulyê:ra. 
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(20) a.  tibasímâ   M  
       ti-ba-si:m-a 
       not-they(cl.2)-thank-Fin  [GenPres] 
       彼らは感謝しない 
    b.  Abasáija tibasi:ma ebi abakázi bakôra. 




(21) a.  mbâju F 
       肋骨 
    b.  Omwá:na ó:nu mbâju zâ:nge. 
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(22) a.  birúngî      MF  良いこと 
    b.  mugîsa       M    幸運 
    c.  mbabâzi      M    慈悲 
                                                          
3 (22f-h)は英語を用いた新しい名前である。 
4 (23a-b)は 3.6 節で述べる邪術を避ける名前である。 
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    d.  atuháírwe    MF  彼（女）は我々に与えられた 
    e.  byaruhánga   M    神のもの 
    f.  lucky        M    幸運 
    g.  star         MF  星 
    h.  joy          F    喜び 
(23) a.  bisódô       M    ニワトリのフン 
    b.  kakubébe    M   小さな白蟻 
    c.  binyômo     M    蟻たち 
















(24)  Ow'olya náwê núwé akwîta. 



















(25) a.  bisódô   M    ニワトリのフン 
    b.  kajôka    M    小さな蛇 
    c.  bitanâki   M   吐瀉物 
    d.  kábwâ    M   子犬 
(26) a.  bigôgo    F    乾いたバナナの幹の繊維 
    b.  kasohêra  F    小さな蝿 
    c.  bitêngo   F    使い古した布 
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 a.  長男の例                      b. 長女の場合 
   ∆ nyandúrû                     ∆ = 〇       ∆ = 〇 
      ∣                                  ∣           ∣  
      ∆ kisôro                             ∆=========〇   ∆ = 〇 
      ∣                                        ∣        ∣  
      ∆ kakubébê                                ∆==========〇 
      ∣                                              ∣    
∆ nyandúrû                                    ∆  〇 
      ∣ 
      ∆ kisôro 
      ∣ 
      ∆ kakubébê 
      ∣ 
∆ nyandúrû 
------------------------------------------------------------------------------------------- 
               図 2: 名前の継承 
 
3.8 双子につける名前 










前の後の (   ) の中に示したものは 6 節で示した親称である。これも前も
って決まっている。 
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        表 1：双子とその後に生まれた子供に付く名前 
----------------------------------------------------------------------------------- 
                          男の子   女の子 
双子のうち最初に生まれた子供:    isingôma     nyangómâ 
(amôti)      (amôti) 
双子のうち 2 番目に生まれた子供:  kátô         nyakátô 
(adyêri)      (adyêri) 
双子の後に生まれた子供:          kízâ         kízâ  
(amôti)      (amôti) 
その後に生まれた子供:            káhwâ       káhwâ 
(atênyi)      (atênyi) 
その後に生まれた子供:            irúmbâ      nsúngwâ  
(atênyi/abwôki)  (adyêri) 
その後に生まれた子供:            barôngo    nyamáizi/nyamahúngê 
(amôti)      (adyêri) 
 
 双子は特殊な存在であるため、その両親もそれぞれ ise barôngo（あるい



















（男の子場合）に含まれる ngôma は engôma 9,10「太鼓」と同じ語幹 -gôma


















































(27)    男性名               女性名 
    1.  John               1.  Susan 
    2.  Samuel            2.  Sharon 
    3.  Christopher         3.  Sandra 
    4.  Robert             4.  Elizabeth 
    5.  Steven             5.  Betty 
    6.  George            6.  Sofi 
    7.  Norman            7.  Samantha 
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    8.  Peter              8.  Serena 
    9.  James             9.  Rebecca 
   10.  Paul              10.  Charlotte 
   11.  Amos             11.  Lilian 











(28)    男性名               女性名 
   1.  Ibrahím̂            1.  Sharîm 
   2.  Môzes             2.  Sâra 
   3.  Shafwîk           3.  Shamílâ 
   4.  Íddî               4.  Jánet 
   5.  Hakîm            5.  Shamîm 
   6.  Harûna            6.  Shadîa 
   7.  Adrîsi             7.  Madîna 
   8.  Farûk             8.  Masitûra 
   9.  Âbdu              9.  Maimûna 
   10.  Amîsi            10.  Safîna 
   11.  Karîm            11.  Héwâ 
   12.  Abdárâ           12.  Madîna 
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6 親称 
 ニョロ族には empâko 9,10「親称」と呼ばれるものがある。これはニョロ
族とその南に住むトーロ族にのみ見られるもので、相手に対して尊敬と親
愛性を示すものである。ただ数は限られていて全部で 12 しかない。そのう




(29) 1.  akîki    MF 
2.  amôti   MF 
3.  abbôki  MF 
4.  abwôli  MF 
5.  adyêri   MF 
6.  atênyi   MF 
    7.  atwôki  MF 
    8.  arâli    M 
    9.  acâli    M 
10.  apûli    M 
11.  bbálâ（あるいは abbálâ）M 






(30) A:   Oraire ótâ, Akîki ?       : おはよう5、アキーキ。 
    B:   Ndaire kurúngî, Amôti.   : おはよう、アモーティ。 
                                                          
5 Oraire ótâ ?と Ndaire kurúngî.は字義通りには、それぞれ「あなたはどの様に夜を過ごしま
したか。」「私はうまく過ごしました。」という意味である。 
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        Îwe, oraire ótâ ?         : あなたは、いかがですか。 
    A:  Ndaire kurúngî.         : 私はいいです。 
 
 この親称は、ニョロ族のすぐ北に住むルオ系諸族の言語が起源である可
能性が高い（例えば Isingoma 2014 参照）。しかし奇妙なことに、ルオ系諸
族は親称を用いないのである。ここで親称と呼んでいるものは、英語で pet 
name と言われることが多いが、Isingoma (2014)は英語の用語として praise 








与えられるものである。例えば、木こりはニョロ語では omubáizi 1, ababáizi 
2 と言うが、いつも斧や鋸などを持ち歩いているような人は kabáizi 1a,2a
のような渾名がつく。 
 
(31)  karôle  M     のっぽ 
[解説]  karôle というのはアフリカ・ハゲコウのことである。この鳥
は大きく地面を 人の様に歩く。 
(32)  kanywa mwéngê  M     呑み助 
     ka-nyw-a           mwenge 
     Npr(cl.12)-drink-Fin  liquor  [GenPres] 
(33)  kálí rugâmbo   F     噂を言いふらす人 
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     ka-li          rugambo 
     which(cl.12)-is  rumor 
(34)  bigûru   M    体を洗わない人。特に足の汚い人。 
     bi-guru 
     NPr(cl.8)-foot 
(35)  kabáizi   M    木こり、いつも斧を持ち運んでいる人 
     ka-baizi 






(36) 1.  kanyúngû      M    どこに行くにもパイプを離さない人 
                          cf. enyúngû  9,10「パイプ」 
2.  honda [hóndâ ]  M    ホンダの車のように早く走る人 
3.  rolex          M    ローレックス。ローレックスの時計のように 
価値のある人 
4.  computer  [kompjútâ]  M   コンピューター。コンピューターのよ 
うに多くの問題を一度に解く頭のいい人間 
5.  ntwîga        F    シマウマのように首の細く美しい女性 
                      cf. entwîga 9,10「シマウマ」 






man Kugônza という男性であるが、彼は父親の名前を取って  Norman 

















性が高いが、この研究は今後の課題である。ニョロ語では omukîdi 1, abakîdi 
2 という語がアチョリ族やランギ族などルオ系民族を指す語として用い
られるが、その語幹 -kidi は okîdi と rukîdi の語幹と共通している。ただし
すべてがそうであるわけではなく、通常のニョロ語で分析できるものも多
い。なお、óyô と ocólâ も掲げてあるが、これらはト－ロ族しか用いない。 
 
(37) 1.   olîmi     M  
2.   ocâki     M  
3.   óbbô     M  
4.  okîdi     M 
5.   mukîdi    M 
6.   rukîdi     M  
7.   owínyî    M  
                                                          
8 ビート・クランは南隣のトーロ族でも王族クランである。 
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8.   wínyî     M  
    9.   kimômi   M 
   10.   igûru     M 
   11.   munióngô M 
12.   óyô      M  （トーロ族のみ） 





(38) 1.  kabatályâ     F    食べない人のもの 
2.  k'omubígô    F    塀の中のもの 
3.  k'entâle       F    ライオンのもの 




 ニョロ族の王は omukâma 1, abakâma 2 という。王は(39)から(47)に示した
ような称号を持つ。称号はどの王にも用いられるものもあれば、特定の王
に固定化したものもある。(47) は (39)と(46)が組み合わさったもので、そ
の後に Omukáma wa Bunyôro「ニョロ国の王」と続いている。 
 
(39)  rukira abasáija 
 ru-kir-a           abasaija 
 it(cl.11)-exceed-Fin  men  [GenPres] 
 それは（すべての）男を凌ぐ 
(40)  entále  ya  buyôro 
 lion   of  bunyoro 
 ニョロ国のライオン 
(41)  cwâ 
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 cw-a 




(42)  múlyá-amagûfa, nigakunkumúkâ 
 mulya-amagufa  ni-ga-kunkumuk-a 





(43)  maguru nyôndo 
 maguru   nyôndo 
 leg(cl.6)   hammer 
 金槌足 
(44)  rutabíngwa 
     ru-ta-bing-w-a 
     it(cl.11)-not-chase.away-Pass-Fin  [GenPres/SubRel] 
     追い払えない者 
(45)  mutabíngwa 
     mu-ta-bing-w-a 
     NPr(cl.1)-not-chase.away-Pass-Fin 
     追い払えない者 
(46)  agutámbâ9 
 a-gu-tamb-a 
 he(cl.1)-it(cl.3)10-cure-Fin  [GenPres] 
 彼はそれを治す 
                                                          
9 これは王の個人名になることもある。 
10 Oprの -gu- (cl.3)が何を指すかは不明瞭である。omútwé「頭」あるいは omugô:ngo「背中」
か。 
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(47)  rukira-basáija, agutámbá, omukáma wa bunyôro 
 
 (48) は王を崇める際のフレーズの例である。 
 
(48)  Hangiríza Agutámbâ, Entále ya Buyôro ! 




ない通常のニョロ語タイプである。以下に 3 例示す。 
 
(49)  a.  gafa bûsa  M 
        ga-fu-a           busa 
        they(cl.7)-die-Fin  nothing  [GenPres] 
        それらは無駄になる 





(50)  a.  k'abalêga   M 
        ka      a-ba-leg-a 
        of(cl.12) Aug-they- stretch-Fin  [GenPres/SubRel] 
       （弓を）張る人たちの 




(51)  a.  agutámbâ   M 
        彼はそれを治す 
    この名は国王の称号にもなる。注 9 参照。 




る。Igûru は誕生名、Títô はキリスト教名 Titus、そして Cwâ は王名である。 
 
(52)  1.  Solomon Gafa bûsa Igûru  現王の名前 
     2.  Sir Títô Wínyî            先代王（現王の父親）の名前 
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This paper presents an overall description of personal names of the Banyoro of 
western Uganda. The Banyoro have several types of personal names, among which 
three, namely the birth name, the Cristian or Muslim name, and what is commonly 
referred to as “pet names” in English, empâko, are essential for any Nyoro person. 
In addition to those three, some people have a nickname, even a self-giving nick-
name. The Banyoro do not have a family name traditionally, but some people have 
begun to use their father’s birth name as if their family name.  
The most characteristic among those names is the birth name in terms of its lin-
guistic forms and meanings. We analyze birth names as messages addressed by the 
namer who is the father of the baby to other persons including his family members, 
neighbors, and even to God. In traditional nonliterate setting, birth names serve as 
a useful means to inscribe messages to others because messages are kept for several 
decades, that is, as long as the person lives, and they are transmitted widely as the 
baby grows up and moves around.  
Other types of birth names such as twins’ names, names for breech babies, new 
type names using English words, and the ruling Babiito clan members’ names are 
also described in this paper without forgetting the kings’ names and titles. 
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